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は
じ
め
に
　
百
五
十
年
史
編
纂
事
業
の
進
捗
状
況
報
告
の
六
回
目
で
あ
る
。
今
回
は
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
か
ら
二
〇
一
六
年
一
〇
月
末
ま
で
の
状
況
を
報
告
す
る
。
以
下
、
編
纂
委
員
会
、
編
纂
専
門
委
員
会
で
の
議
論
と
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
設
置
さ
れ
た
第
１
巻
編
集
会
議
で
の
議
論
を
中
心
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。
編
纂
事
業
の
進
捗
状
況
　
嶌　
田　
　
　
修
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一
．
二
〇
一
五
年
度
後
期
の
状
況
（
一
）
各
委
員
会
の
概
要
　
二
〇
一
五
年
度
後
期
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
〜
二
〇
一
六
年
三
月
）
は
、
編
纂
委
員
会
が
一
回
、
編
纂
専
門
委
員
会
が
三
回
行
わ
れ
た
。
以
下
、
各
回
の
概
要
（
日
程
、
議
題
等
）
を
開
催
日
順
に
示
す
。
○
編
纂
専
門
委
員
会
（
臨
時
）
一
一
月
四
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
、
99
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
五
名
。
・
協
議
事
項
１
．
今
後
の
編
集
事
業
の
進
め
方
の
件
○
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
三
回
）
一
一
月
一
九
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
、
99
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
五
名
（
今
回
は
議
題
の
関
係
で
、
編
纂
委
員
会
委
員
長
も
出
席
）。
・
協
議
事
項
１
．
今
後
の
編
纂
事
業
の
進
め
方
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
編
集
・
執
筆
の
件
／
３
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
・
報
告
事
項
１
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
２
．
法
人
会
議
資
料
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
３
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
４
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
／
５
．「
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
」
の
件
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○
編
纂
委
員
会
（
第
二
回
）
一
二
月
一
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
、
大
隈
会
館
Ｎ
三
〇
五
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
一
一
名
。
・
協
議
事
項
１
．
今
後
の
編
纂
事
業
の
進
め
方
に
関
す
る
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
編
集
・
執
筆
に
関
す
る
件
／
３
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
に
関
す
る
件
／
４
．
編
纂
専
門
委
員
の
退
任
及
び
補
充
に
関
す
る
件
・
報
告
事
項
１
．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
の
報
告
に
関
す
る
件
／
２
．
編
集
体
制
に
関
す
る
件
／
３
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
に
関
す
る
件
／
４
．
法
人
会
議
資
料
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
に
関
す
る
件
／
５
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
に
関
す
る
件
／
６
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
に
関
す
る
件
／
７
．「
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
」
に
関
す
る
件
○
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
四
回
）
二
月
二
六
日
、
一
〇
時
三
〇
分
〜
一
二
時
、
99
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
六
名
。
・
協
議
事
項
１
．
今
後
の
編
纂
事
業
の
進
め
方
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
３
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
の
件
／
４
．
編
纂
資
料
の
取
り
扱
い
の
件
／
５
．
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
分
室
（
編
纂
室
）
の
活
用
の
件
・
報
告
事
項
１
．
予
算
執
行
状
況
の
件
／
２
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
３
．
法
人
会
議
資
料
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
４
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
５
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
／
６
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件
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（
二
）
各
委
員
会
で
の
議
論
の
内
容
　
以
下
、
各
委
員
会
で
の
議
論
を
適
宜
項
目
に
分
け
、
ま
と
め
て
い
く
。
○
編
纂
日
程
　
編
纂
方
針
の
見
直
し
に
伴
い
、
本
編
の
編
纂
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
緻
密
化
と
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
構
築
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
具
体
化
を
は
か
り
、
編
纂
委
員
会
に
提
案
し
承
認
さ
れ
た
。
○
編
集
体
制
　
専
門
委
員
の
退
任
お
よ
び
補
充
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
〇
月
よ
り
新
た
に
第
１
巻
編
集
担
当
の
非
常
勤
嘱
託
（
二
名
）
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
運
営
体
制
と
し
て
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
、
事
務
長
、
助
手
、
助
教
、
常
勤
嘱
託
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
編
纂
事
務
局
、
ま
た
右
記
の
メ
ン
バ
ー
に
各
巻
担
当
の
非
常
勤
嘱
託
も
加
え
た
編
集
会
議
の
設
置
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。
○
編
集
・
執
筆
方
針
　
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
推
進
本
部
の
見
解
に
対
し
、
今
後
の
編
纂
事
業
の
進
め
方
と
し
て
、
①
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
重
点
的
に
進
め
、
『
百
五
十
年
史
』
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
と
し
て
公
開
す
る
。」、
②
「『
百
五
十
年
史
』
の
全
体
計
画
を
『
百
年
史
』
と
の
関
係
で
見
直
す
。」
と
い
う
方
針
を
提
案
し
、
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
承
認
を
得
た
。
ま
た
、『
百
年
史
』
の
達
成
水
準
を
念
頭
に
お
い
て
編
集
・
執
筆
を
進
め
る
も
の
と
し
、
各
巻
に
お
け
る
『
百
年
史
』
と
の
関
係
を
整
理
し
、
当
面
の
編
集
・
執
筆
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
○
叙
述
の
内
容
　
第
１
巻
で
は
、
編
集
・
執
筆
の
「
目
標
」
と
し
て
、「『
百
年
史
』
叙
述
を
圧
縮
・
再
編
成
し
、
体
系
化
・
系
統
化
、
研
究
水
準
の
向
上
、
評
価
の
適
正
化
を
は
か
る
。」（
第
１
部
・
第
２
部
）、「『
百
年
史
』
叙
述
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
体
系
化
・
系
統
化
、
研
究
水
準
の
向
上
、
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評
価
の
適
正
化
を
は
か
る
」（
第
３
部
・
第
４
部
）、
ま
た
「
方
法
」
と
し
て
、「『
百
年
史
』
の
叙
述
を
整
理
し
作
業
版
草
稿
を
作
成
す
る
。」
（
第
１
部
・
第
２
部
）、「『
百
年
史
』
の
問
題
点
・
検
討
点
を
抽
出
す
る
。」（
第
３
部
・
第
４
部
）
と
い
う
こ
と
が
協
議
さ
れ
た
。
○
資
料
収
集
　
学
内
資
料
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
調
査
・
収
集
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
編
纂
資
料
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
内
規
等
を
整
備
す
る
旨
が
説
明
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
法
人
会
議
資
料
の
利
用
に
関
し
て
は
、
機
密
文
書
取
扱
い
等
の
問
題
を
は
じ
め
、
大
学
（
法
人
課
）
側
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
は
、
西
原
春
夫
元
総
長
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
調
査
内
容
を
『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
や
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
・
公
開
す
る
旨
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後
の
計
画
と
し
て
、
聞
き
取
り
候
補
者
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
も
調
査
対
象
と
し
て
検
討
す
べ
き
こ
と
や
、
そ
の
具
体
的
な
候
補
者
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
○
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
　
『
百
年
史
』
の
成
果
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
、『
百
五
十
年
史
』
独
自
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。
前
者
で
は
、「
戦
争
犠
牲
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、「
課
程
表
・
学
科
配
当
表
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、「
演
説
・
式
辞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、
「
学
校
設
置
関
係
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、「
統
計
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
な
ど
、
後
者
で
は
、「
早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、「
創
設
者
関
係
・
年
史
刊
行
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、「『
早
稲
田
学
報
』
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、「
音
声
・
映
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
な
ど
を
具
体
的
に
設
定
し
、
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
承
認
を
得
た
。
○
情
報
発
信
　
「
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
が
な
さ
れ
、
一
二
月
八
日
に
第
一
回
を
開
催
し
た
。
講
師
に
西
山
伸
氏
（
京
都
大
学
大
学
文
書
館
教
授
）
を
招
き
、「
大
学
史
編
纂
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
題
目
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
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○
そ
の
他
の
事
項
　
二
〇
一
六
年
二
月
の
理
事
会
に
お
い
て
、
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
事
業
方
針
お
よ
び
二
〇
一
五
年
度
の
予
算
措
置
に
つ
い
て
決
定
が
な
さ
れ
た
。
二
．
二
〇
一
六
年
度
前
期
の
状
況
（
一
）
各
委
員
会
・
会
議
の
概
要
　
二
〇
一
六
年
度
前
期
（
二
〇
一
六
年
四
月
〜
一
〇
月
）
は
、
編
纂
委
員
会
が
一
回
、
編
纂
専
門
委
員
会
が
二
回
、
第
１
巻
編
集
会
議
が
二
回
行
わ
れ
た
。
以
下
、
各
回
の
概
要
（
日
程
、
議
題
等
）
を
開
催
日
順
に
示
す
。
○
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
一
回
）
六
月
一
四
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
四
〇
分
、
99
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
五
名
。
・
協
議
事
項
１
．
２
０
１
６
年
度
編
集
体
制
お
よ
び
編
集
計
画
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
３
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
の
件
／
４
．
編
纂
資
料
の
取
扱
い
内
規
の
件
／
５
．
戦
争
体
験
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
・
報
告
事
項
１
．
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
分
室
（
編
纂
室
）
利
用
ル
ー
ル
の
件
／
２
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
３
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
４
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
５
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
／
６
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件
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○
編
纂
委
員
会
（
第
一
回
）
六
月
二
九
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
、
大
隈
会
館
Ｎ
三
〇
五
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
一
四
名
。
・
協
議
事
項
１
．
編
纂
専
門
委
員
選
出
に
関
す
る
件
／
２
．
２
０
１
６
年
度
編
集
体
制
お
よ
び
編
集
計
画
に
関
す
る
件
／
３
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
に
関
す
る
件
／
４
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
に
関
す
る
件
／
５
．
編
纂
資
料
の
取
扱
い
内
規
に
関
す
る
件
／
６
．
戦
争
体
験
者
聞
き
取
り
調
査
に
関
す
る
件
・
報
告
事
項
１
．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
に
関
す
る
件
／
２
．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
の
報
告
に
関
す
る
件
／
３
．
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
分
室
（
編
纂
室
）
利
用
ル
ー
ル
に
関
す
る
件
／
４
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
に
関
す
る
件
／
５
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
に
関
す
る
件
／
６
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
に
関
す
る
件
／
７
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
に
関
す
る
件
／
８
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
件
○
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
二
回
）
九
月
一
三
日
、
一
〇
時
〜
一
二
時
、
99
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
五
名
。
・
協
議
事
項
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
編
集
大
綱
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
執
筆
要
領
の
件
／
３
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
４
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
の
件
・
報
告
事
項
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
編
集
会
議
の
件
／
２
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
３
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
４
．
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法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
５
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
／
６
．
戦
争
体
験
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
／
７
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件
／
８
．
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
分
室
（
編
纂
室
）
の
件
○
第
１
巻
編
集
会
議
（
第
一
回
）
九
月
一
三
日
、
一
三
時
〜
一
五
時
、
99
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
会
議
メ
ン
バ
ー
の
出
席
者
は
七
名
。
・
協
議
事
項
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
執
筆
の
構
想
お
よ
び
構
成
の
件
（
第
１
部
・
第
２
部
を
中
心
に
）
○
第
１
巻
編
集
会
議
（
第
二
回
）
九
月
二
八
日
、
一
〇
時
三
〇
分
〜
一
二
時
四
〇
分
、
99
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
会
議
メ
ン
バ
ー
の
出
席
者
は
八
名
。
・
協
議
事
項
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
第
３
部
・
第
４
部
の
構
成
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
第
１
部
・
第
２
部
の
構
成
の
件
（
二
）
各
委
員
会
・
会
議
で
の
議
論
の
内
容
　
以
下
、
各
委
員
会
・
会
議
で
の
議
論
を
適
宜
項
目
に
分
け
、
ま
と
め
て
い
く
。
○
編
集
体
制
　
編
纂
委
員
の
改
選
が
あ
り
、
新
任
の
委
員
三
名
の
紹
介
を
含
め
、
確
認
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
編
纂
専
門
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
編
纂
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
四
月
よ
り
担
当
助
手
、
助
教
の
交
代
、
五
月
よ
り
常
勤
嘱
託
の
就
任
（
交
代
）、
六
月
よ
り
第
３
巻
担
当
の
非
常
勤
嘱
託
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
専
門
委
員
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
、
助
手
、
助
教
、
常
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勤
嘱
託
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
編
集
会
議
の
設
置
が
提
案
さ
れ
、
編
纂
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。
○
編
集
・
執
筆
方
針
　
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
き
た
編
集
・
執
筆
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
編
集
大
綱
、
執
筆
要
領
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。
特
に
前
者
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
専
門
委
員
会
等
で
議
論
を
重
ね
、
今
年
度
第
二
回
の
編
纂
委
員
会
に
諮
り
確
定
す
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
１
巻
の
第
１
部
・
第
２
部
の
編
集
・
執
筆
方
法
に
つ
い
て
は
、「
目
標
」
を
「『
百
年
史
』
叙
述
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
体
系
化
・
系
統
化
、
研
究
水
準
の
向
上
、
評
価
の
適
正
化
を
は
か
る
。」、「
方
法
」
を
「『
百
年
史
』
の
問
題
点
・
検
討
点
を
抽
出
す
る
。」、「
研
究
状
況
の
把
握
・
反
映
に
つ
と
め
る
。」、「
資
料
の
収
集
・
分
析
を
す
す
め
る
。」
と
改
定
し
、
承
認
さ
れ
た
。
○
叙
述
の
内
容
　
第
１
巻
に
つ
い
て
は
、
編
集
・
執
筆
方
針
の
変
更
を
踏
ま
え
、
新
た
な
構
成
案
や
各
章
・
節
・
項
の
タ
イ
ト
ル
等
に
つ
い
て
、
専
門
委
員
会
や
第
１
巻
編
集
会
議
に
お
い
て
協
議
を
重
ね
た
。
第
２
巻
に
つ
い
て
は
、『
百
年
史
』
で
は
十
分
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
項
目
の
扱
い
方
に
つ
い
て
、
ま
た
、「
学
生
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
『
百
五
十
年
史
』
に
お
い
て
重
点
を
置
く
項
目
な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
が
な
さ
れ
た
。
○
資
料
収
集
　
学
内
資
料
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
調
査
・
収
集
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
学
外
資
料
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
の
所
蔵
資
料
に
関
し
て
調
査
を
開
始
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
編
纂
の
過
程
で
収
集
し
た
借
用
資
料
等
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
、「
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
事
業
に
お
け
る
借
用
資
料
・
複
写
資
料
の
取
扱
い
に
関
す
る
内
規
」
を
提
案
し
、
承
認
を
得
た
。
そ
の
他
、
戦
争
体
験
者
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
百
五
十
年
史
編
纂
事
業
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
際
、「
戦
争
体
験
者
」
と
は
戦
地
に
行
っ
て
い
な
い
人
も
含
む
こ
と
を
確
認
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者
の
推
薦
を
促
し
た
。
大
学
関
係
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者
聞
き
取
り
調
査
に
関
し
て
は
、
非
公
開
聞
き
取
り
済
の
話
者
に
対
し
公
開
の
交
渉
を
進
め
る
こ
と
な
ど
、
調
査
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
○
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
　
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
戦
争
犠
牲
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
作
業
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、『
百
年
史
』
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
さ
ら
に
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
化
に
関
す
る
説
明
が
あ
っ
た
。
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
化
に
つ
い
て
は
、
四
月
以
降
情
報
企
画
部
お
よ
び
開
発
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
た
。
○
情
報
発
信
　
「W
A
SED
A
 O
N
 LIN
E 
文
化
」
や
「W
aseda V
ision 150 N
ew
sletter
」
に
お
い
て
「『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
編
纂
の
理
念
と
計
画
」
を
発
信
し
、『
百
五
十
年
史
』
の
特
色
、
編
纂
の
目
的
な
ど
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
た
。
ま
た
、
六
月
八
日
に
第
二
回
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
講
師
に
寺
﨑
昌
男
氏
（
東
京
大
学
・
桜
美
林
大
学
・
立
教
大
学
名
誉
教
授
）
を
招
き
、「
大
学
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
認
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
充
実
、
そ
し
て
沿
革
史
の
編
纂
」
と
い
う
題
目
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
○
そ
の
他
の
事
項
　
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
分
室
（
編
纂
室
）
に
つ
い
て
、
利
用
資
格
等
の
利
用
ル
ー
ル
を
作
成
し
た
。
そ
の
他
、
編
集
・
執
筆
作
業
に
伴
う
授
業
担
当
コ
マ
数
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、
来
年
度
の
実
施
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
お
わ
り
に
　
二
〇
一
六
年
度
前
期
に
は
第
３
巻
を
担
当
す
る
非
常
勤
嘱
託
一
名
も
加
わ
り
、
編
集
体
制
が
固
ま
っ
た
。
ま
た
、
編
纂
室
利
用
の
ル
ー
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ル
や
編
纂
資
料
取
扱
い
の
方
法
な
ど
も
ほ
ぼ
確
定
し
、
作
業
環
境
も
よ
り
整
い
つ
つ
あ
る
。
今
後
も
編
纂
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
